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内
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図
書
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【
お
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ら
せ
】

　
今
月
の
季
節
の
一
般
書
特
集
は
「
お
ひ
と
り
さ
ま
」
、

季
節
の
小
説
特
集
は
「
お
仕
事
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
）
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
自
分
ら
し
い
時
間
の
過
ご

し
方
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
ま
つ
わ
る
物
語
な
ど
、

読
ん
で
み
た
く
な
る
本
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
！

　
毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
、
12
月
５
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。
今
年

も
心
温
ま
る
楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
L
O
O
P
み
な
み
あ
そ
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
12
月
号
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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【
一
般
書
】

安
恒

【 出版】集英社

【 著者】今野敏

【 出版】弘文堂

【 著者】山崎聡一郎【 絵】伊藤ハムスタ ー

【
電
子
図
書
】

ひ
つ
じ
の
ぼ
う
し

【 出版】誠文堂新光社

【 さ く 】おがたれいこ

【 し ゃ し ん】はら かずお

【
コ
ミ
ッ
ク
】

ぼ
く
の
地
球
を
守
っ
て

【 出版】白泉社

【 著者】日渡早紀

南阿蘇村電子図書館

蔵書検索

経年劣化が目立つ看板

南阿蘇西小学校
学校の宝物（木製看板）を未来へつなぐ

ゲスト ティ ーチャ ーと の集合写真

　 6 年生は総合的な学習の時間に、「 学校の宝物」を

テーマと し て、 学校周辺に設置さ れている木製看板

を今後どのよう に守り 、 受け継いでいく かについて

学習を進めています。

　 こ の木製看板は、 開校 2 年目の平成2 5 年度卒業

生が卒業制作と し て製作し たも のです。 その中でも 、

村道 栃木・ 東下田線沿いの看板は、 長年の風雨に

よ る 傷みが進み、 安全面や視認性の低下が課題と

なっ ていまし た。 そこ で子ども たちは、 まず看板の

価値や歴史、 製作に込めら れた思いを 知ろ う と 考え、 当時看板づく り を 担当さ れた

今村先生（ 現久木野小学校勤務） と 平成2 5 年度卒業生3 人をゲスト ティ ーチャ ーと し

てお招き し まし た。 開校当時の学校の様子や看板製作への思いを 写真と と も に紹介し ていただき、 子ども たち

は熱心に耳を傾け、 多く の質問を投げかけていまし た。

　 学習を通し て、 学校や地域に受け継がれているも のには、 多く の人々の思いや歴史が息づいているこ と を実

感し 、 こ の看板がまさ に「 学校の宝物」であるこ と を再認識するこ と ができまし た。

　 今後は、 地域や関係者のみなさ んと の関わり を深めながら 、「 学校の宝物」を未来へ受け継ぐ ために自分たち

に何ができ るのかを考え、 学習をさ ら に発展さ せていき ます。 そし て、 その学びの成果を 自分たちら し い卒業

制作へと つなげていく 予定です。
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